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都道府県医師会  

感染症危機管理担当理事 殿  

 

日本医師会感染症危機管理対策室長  

釜 萢 敏  

 

予防接種実施規則の一部を改正する省令の公布について 

 

 今般、厚生労働省より各都道府県知事等宛て標記の通知がなされ、本会に対しても

情報提供がありました。  

本件は、オミクロン株対応ワクチン接種を行う場合の最終の接種からの間隔を現行の

「５か月以上」から「３か月以上」に短縮すること等を本年 10 月 21 日より適用するも

のです。 

概要は下記のとおりです。  

 つきましては貴会におかれましても本件についてご了知のうえ 、郡市区医師会及

び関係医療機関に対する周知方ご高配のほどお願い申し上げます。  

 

記  

 

○第一期追加（３回目）接種又は第二期追加（４回目）接種として、コミナティ筋注

（１価：起源株）、スパイクバックス筋注（１価：起源株）を接種する場合の方法

について、初回（２回目）接種又第一期追加接種の終了後からの接種間隔を５か月

以上から３か月以上に変更する。 

 

○令和四年秋開始（３、４、５回目）接種として、スパイクバックス筋注（２価：起

源株／オミクロン株 BA.1）、コミナティ RTU 筋注（２価：起源株／オミクロン株

BA.1）、コミナティ RTU筋注（２価：起源株／オミクロン株 BA.4-5）を接種する場

合の方法について、初回接種、第一期追加接種又は第二期追加接種のうち、被接種

者が最後に受けたものの終了後からの接種間隔を５か月以上から３か月以上に変

更する。 



 

 

健発 1021 第２号 

令和４年 10 月 21 日 

 

 

 公益社団法人日本医師会長 殿 

 

 

厚生労働省健康局長 

（  公  印  省  略  ） 

 

 

予防接種実施規則の一部を改正する省令の公布について 

 

 

予防接種実施規則の一部を改正する省令（令和４年厚生労働省令第 149 号）が本日、公布

されました。 

別添写しのとおり、各地方公共団体に周知いたしましたので、お知らせいたします。 

 



○写  

健発 1021 第１号 

令和４年 10 月 21 日 

 

都道府県知事 

各  市 町 村 長   殿 

  特 別 区 長  

 

厚生労働省健康局長 

（  公  印  省  略  ） 

 

 

予防接種実施規則の一部を改正する省令の公布について 

 

予防接種実施規則の一部を改正する省令（令和４年厚生労働省令第 149 号）が本日、別

紙のとおり公布されました。改正省令の内容は下記のとおりですので、貴職におかれまし

てはこれを十分御了知の上、関係機関等に周知をお願いいたします。 

 

第一 改正の概要 

○ 第一期追加接種として、以下のワクチンを接種する場合の方法について、初回接種

の終了後からの接種間隔を５か月以上から３か月以上に変更する。 

・ コロナウイルス修飾ウリジンＲＮＡワクチン（ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２）（令和３年

２月 14 日に医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭

和 33年法律第 145号）第 14 条の承認を受けたものに限る。） 

・ コロナウイルス修飾ウリジンＲＮＡワクチン（ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２）（令和３年

５月 21 日に医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

第 14 条の承認を受けたものであって、イムエラソメランを含まないものに限る。） 

○ 第二期追加接種として、以下のワクチンを接種する場合の方法について、第一期追

加接種の終了後からの接種間隔を５か月以上から３か月以上に変更する。 

・ コロナウイルス修飾ウリジンＲＮＡワクチン（ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２）（令和３年

２月 14 日に医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

第 14 条の承認を受けたものに限る。) 

・ コロナウイルス修飾ウリジンＲＮＡワクチン（ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２）（令和３年

５月 21 日に医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

第 14 条の承認を受けたものであって、イムエラソメランを含まないものに限る。） 

○ 令和四年秋開始接種として、以下のワクチンを接種する場合の方法について、初回

接種、第一期追加接種又は第二期追加接種のうち、被接種者が最後に受けたものの終了

後からの接種間隔を５か月以上から３か月以上に変更する。 



○写  

・ コロナウイルス修飾ウリジンＲＮＡワクチン（ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２）（令和３年

５月 21 日に医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

第 14 条の承認を受けたものであって、エラソメラン及びイムエラソメランを含む

ものに限る。） 

・ コロナウイルス修飾ウリジンＲＮＡワクチン（ＳＡＲＳ―ＣｏＶ―２）（令和４年

１月 21 日に医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

第 14 条の承認を受けたもの（予防接種実施規則（昭和 33 年厚生省令第 27 号）附則

第７条第１項第３号に掲げるものを除く。）であって、トジナメラン及びリルトジ

ナメランを含むもの又はトジナメラン及びファムトジナメランを含むものに限る。） 

 

第二 施行期日 

公布の日（令和４年 10 月 21 日） 


